




「人にしてもらいたいと思うことを、 
 人にもしなさい。」（ルカ6:31） 

「隣人を自分のように愛しなさい。」
（マタイ22:39） 



 「見てもらおうとして、人の前で善行をしないよう
に注意しなさい。さもないと、あなたがたの天の父
のもとで報いをいただけないことになる。だから、 
あなたは施しをするときには、偽善者たちが人から
ほめられようと会堂や街角でするように、自分の
前でラッパを吹き鳴らしてはならない。はっきりあな
たがたに言っておく。彼らは既に報いを受けている。 
 施しをするときは、右の手のすることを左の手に
知らせてはならない。あなたの施しを人目につかせ
ないためである。そうすれば、隠れたことを見ておら
れる父が、あなたに報いてくださる。」 
                  （ルカ6:31） 



「大切なのは、どれだけ大きなことを

するかではなく、小さなことにどれだ

け大きな愛を込めるかです。」 

         （マザー・テレサ） 



「ごく小さな事に忠実な者は、大きな事
にも忠実である。ごく小さな事に不忠実
な者は、大きな事にも不忠実である。」  
            （ルカ16:10） 

「忠実な良い僕だ。よくやった。お前は
少しのものに忠実であったから、多くのも
のを管理させよう。主人と一緒に喜んで
くれ。」 （マタイ25:21） 



 夢＋自分本位＝野心 
         （一人で叶える夢） 

 夢＋相手本位＝志            
  （人が感動して協力したくなる夢） 

「人の一歩一歩を定めるのは主である。人
は自らの道について何を理解していようか。」

（箴言20:24） 

「人間の道は自分の目に正しく見える。  
    主は心の中を測られる。」（箴言21:2） 







 「わたしは、神の教会を迫害したのですか

ら、使徒たちの中でもいちばん小さな者で

あり、使徒と呼ばれる値打ちのない者です。 

 神の恵みによって今日のわたしがあるので

す。そして、わたしに与えられた神の恵みは

無駄にならず、わたしは他のすべての使徒

よりずっと多く働きました。しかし、働いたの

は、実はわたしではなく、わたしと共にある

神の恵みなのです。」 

          （1コリント15:9~10） 



「神は、その独り子をお与えになった

ほどに、世を愛された。独り子を信じ

る者が一人も滅びないで、永遠の命

を得るためである。」（ヨハネ3:16） 



「はっきり言っておく。わたしの

兄弟であるこの最も小さい者

の一人にしたのは、わたしにし

てくれたことなのである。」 

      （マタイ25:40） 




